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昭
和
二
十
年
九
月
二
十
日
、
私
は
、
派
遣
中
で
あ
っ
た
主
計

教
育
隊
の
解
散
に
よ
り
、
原
隊
で
あ
る
厳
兵
団
独
立
歩
兵
第
一

三
八
大
隊
に
復
帰
し
た
。

「
武
装
解
除
」

九
月
二
十
三
日
、
部
隊
の
集
結
地
ワ
ガ
ル
に
お
い
て
、
つ
い

に
英
軍
の
武
装
解
除
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
日
午
前
、
武
装
し
た
日
本
軍
の
最
後
の
思
い
出
に
、
全
員
完

全
軍
装
で
大
隊
長
の
閲
兵
式
が
執
行
さ
れ
、
銃
は
菊
の
御
紋
章

を
潰
し
て
も
ら
い
、
剣
と
と
も
に
、
英
軍
指
示
の
場
所
に
集
積

し
て
終
わ
っ
た
。
今
日
か
ら
は
日
本
人
の
最
も
き
ら
う
俘
虜
と

い
う
こ
と
、
そ
こ
に
は
英
軍
の
厳
し
い
労
役
が
待
っ
て
い
た
の

だ
。「
抑
留
所
生
活
」

十
月
、
パ
ン
ガ
の
ゴ
ム
林
内
に
で
き
た
日
本
軍
降
伏
者
収
容

所
に
移
動
。
間
も
な
く
労
役
が
始
ま
っ
た
。
季
節
は
乾
期
に
は

い
り
、
暗
い
う
ち
に
出
発
す
る
の
で
肌
寒
い
。
日
が
上
れ
ば
猛

暑
に
な
る
。

仕
事
は
海
上
沖
合
に
投
棄
す
る
旧
軍
の
弾
薬
運
搬
、

重
い
こ
と
身
に
こ
た
え
る
。
砂
糖
、
米
な
ど
の
積
み
替
え
作
業

に
も
出
た
。
英
軍
の
給
与
は
悪
く
野
菜
も
な
い
毎
日
が
続
く
。

栄
養
失
調
者
も
出
て
い
る
よ
う
だ
。

こ
こ
で
、
首
実
験
な
る
も
の
を
経
験
し
た
。
い
わ
ゆ
る
戦
犯

探
し
の
た
め
で
あ
る
。
部
隊
全
員
両
手
間
隔
一
列
横
隊
、
そ
の

前
を
英
軍
憲
兵
の
連
れ
る
ビ
ル
マ
人
関
係
者
一
行
が
ゾ
ロ
ゾ

ロ
、
立
ち
止
ま
っ
て
よ
く
見
つ
め
次
へ
移
る
。
そ
の
気
持
ち
の

悪
い
こ
と
、
間
違
わ
れ
た
ら
大
変
だ
。
護
送
用
ト
ラ
ッ
ク
を
従

え
て
い
る
。

タ
ン
ピ
ザ
ヤ
か
ら
イ
エ
間
八
十
四
キ
ロ
に
わ
た
る
自
動
車
道

路
建
設
工
事
が
始
ま
っ
た
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
伐
採
し
て
の
作
業

で
あ
る
。
橋
梁
は
工
兵
隊
、
歩
兵
部
隊
の
わ
れ
わ
れ
は
、
十
字

鍬
に
円
匙
と
鋸
だ
け
の
工
具
で
、
木
は
鋸
で
切
り
倒
し
て
焼
き

払
い
、
根
を
掘
り
上
げ
、
土
は
モ
ッ
コ
で
か
つ
い
で
運
ぶ
。
服

装
は
褌
一
丁
に
ハ
ダ
シ
か
ワ
ラ
ジ
、

ま
さ
に
人
海
戦
術
で
あ
る
。

こ
の
難
工
事
も
、
二
十
一
年
四
月
に
完
成
。
早
く
帰
り
た
い
一



心
、
よ
く
頑
張
っ
た
も
の
で
あ
る
。

五
月
、
イ
エ
道
路
も
完
成
し
、
キ
ャ
ン
プ
は
ム
ド
ン
に
移
動

し
た
。
労
役
は
続
く
。
こ
ん
な
と
き
、
心
の
慰
め
に
な
っ
た
の

が
有
志
で
組
織
す
る
演
芸
隊
で
あ
っ
た
。
物
資
、
材
料
の
全
く

無
い
抑
留
所
に
華
や
か
な
衣
裳
の
美
女
が
現
わ
れ
た
り
、
立
派

な
洋
服
の
紳
士
が
出
た
り
、
歌
に
芝
居
に
し
ば
し
境
遇
を
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
た
。

六
月
の
あ
る
日
、

わ
が
部
隊
に
も
内
地
帰
還
が
報
ぜ
ら
れ
た
。

し
か
し
こ
の
喜
び
も
一
瞬
に
し
て
消
え
た
。
わ
が
部
隊
は
そ
の

乗
船
数
時
間
前
に
し
て
戦
犯
容
疑
部
隊
と
し
て
突
如
帰
還
中
止

を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
く
や
し
さ
、
司
令
部
へ
抗
議

行
動
を
起
し
た
の
も
こ
の
時
で
あ
っ
た
。
翌
朝
他
部
隊
は
続
々

と
乗
船
地
へ
向
か
っ
て
出
発
す
る
。
し
か
も
厳
司
令
部
ま
で
も

が
。
第
一
三
八
大
隊
の
み
を
残
し
て
。
何
た
る
こ
と
ぞ
。

「
内
地
帰
還
近
し
」

終
戦
一
年
も
過
ぎ
た
二
十
一
年
十
二
月
、
部
隊
は
ミ
ン
ガ
ラ

ド
ン
飛
行
場
キ
ャ
ン
プ
に
移
る
。
到
着
は
夜
だ
っ
た
。
ラ
ン
グ

ー
ン
の
夜
の
街
の
賑
わ
い
、
な
か
で
も
シ
ュ
エ
ダ
ゴ
ン
パ
ゴ
ダ

が
ひ
と
き
わ
美
し
く
印
象
的
だ
。

帰
還
は
間
近
か
に
な
っ
た
と
感
じ
ら
れ
た
。
労
役
は
依
然
と

し
て
続
く
が
内
容
が
変
わ
っ
た
。
英
軍
兵
舎
の
庭
掃
除
か
ら
倉

庫
の
使
役
な
ど
比
較
的
楽
に
な
っ
た
。
英
軍
高
級
将
校
パ
ー
テ

ィ
ー
会
場
の
皿
洗
い
に
も
行
っ
た
。
モ
ク
拾
い
も
覚
え
た
。

「
内
地
帰
還
」

昭
和
二
十
二
年
六
月
十
五
日
、
待
ち
に
待
っ
た
内
地
帰
還
が

決
定
さ
れ
た
。

六
月
十
九
日
キ
ャ
ン
プ
出
発
、
ラ
ン
グ
ー
ン
港
か
ら
改
造
航

空
母
艦
「
熊
野
丸
」
に
乗
船
、
途
中
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
寄
港
、

あ
と
は
一
路
内
地
へ
と
急
ぐ
。
九
州
の
島
影
が
見
え
始
め
る
と

み
な
甲
板
へ
出
て
来
た
。
夢
に
ま
で
み
た
日
本
、
つ
い
に
帰
っ

て
き
た
の
だ
。

や
が
て
、
七
月
三
日
宇
品
港
着
、
検
疫
の
あ
と
翌
四
日
上
陸
、

復
員
手
続
き
を
終
え
て
六
日
召
集
解
除
と
な
り
、
お
互
い
に
再

会
を
約
束
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
へ
向
か
っ
た
。




